
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第２教区第５２番香院 

住所：宮城県仙台市若林区六丁の目中町８－７ 

 

寺院の被害 

・ 地震により、本堂、庫裡が全壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

・ 余震による被害が大きかったため、本堂、庫裡共に取り壊した。 

寺院の現状 

・ 経済的な問題を心配しており、精神的肉体的疲労を抱えている。 

・ 震災後骨折したことが影響し、体調がすぐれない。 

・ 本堂の建築が始まっている。 

檀信徒の現状 

・ 震災で自宅に住めなくなったことや、経済的な問題から避難を強いられてい

る檀信徒がいるが、居住先はほぼ把握している。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 ― 

復興の状況 

・ 復旧の目途は立っているが、進捗状況は１割程度である。３年以内の復旧完

了を予定している。 

（Ｈ２５.８.８現在） 

     

プレハブを仮本堂として檀務等を行っている。（撮影Ｈ２５.１０.８） 


